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・
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自
治

中野区議会議員●無所属　佐藤ひろこ

　
佐
藤
さ
ん
の
原
点
「
い
っ
し
ょ
に
生
き
た
い

ネ
ッ
！
ひ
と
り
ひ
と
り
を
大
切
に
」
や
さ
し
く

さ
り
げ
な
い
こ
の
言
葉
の
重
要
さ
が
、
私
の
心

を
と
ら
え
て
は
な
し
ま
せ
ん
。
こ
の
原
点
を
一

途
に
、
真
面
目
に
そ
し
て
努
力
を
惜
し
ま
ず
議

員
活
動
を
し
て
い
る
佐
藤
さ
ん
。
福
祉
も
教
育

も
さ
ら
に
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
今
こ
そ
、

区
民
の
声
を
届
け
ら
れ
る
の
は
佐
藤
さ
ん
で
す
。

（
江
古
田
在
住
　
市
村
小
夜
子
）

　「
暮
ら
し
や
す
い
」
町
に
し
た
い
ね
、
と
の
共

通
の
思
い
か
ら
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ひ
ろ
こ
さ
ん
。

彼
女
の
決
し
て
器
用
で
は
な
い
、
そ
の
粘
り
強

さ
や
真
面
目
さ
を
こ
れ
か
ら
も
是
非
、
中
野
区

の
た
め
に
活
か
し
て
ほ
し
い
で
す
。
「
区
政
」
を
、

区
民
一
人
ひ
と
り
の
も
の
に
す
る
た
め
に
、
本

当
に
困
っ
て
い
る
人
の「
声
」を
聴
き
、
誰
一
人

と
し
て
切
り
捨
て
な
い
、
そ
ん
な
厳
し
く
も
や

さ
し
い
姿
勢
を
貫
い
て
く
れ
る
人
で
す
。

（
佐
藤
ひ
ろ
こ
と
住
民
自
治
を
す
す
め
る
会
代
表
　

上
鷺
宮
在
住
　
池
田
祥
子
）

　
佐
藤
ひ
ろ
こ
さ
ん
は
、
桃
園
デ
イ
ク
ラ
ブ
で

認
知
症
高
齢
者
の
家
族
支
援
を
始
め
た
ば
か
り

の
母
、
島
田
祐
子
と
い
っ
し
ょ
に
活
動
を
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
母
も
11
年
前
に
難
病
Ａ
Ｌ
Ｓ

を
患
い
寝
た
き
り
に
。
今
で
は
佐
藤
さ
ん
は
難

病
支
援
を
し
て
い
る
娘
の
私
の
話
し
を
聞
き
に

き
て
く
れ
ま
す
。
母
の
口
癖
は
「
住
み
な
れ
た

街
で
最
後
ま
で
暮
ら
し
た
い
」
で
し
た
。
そ
の

気
持
ち
は
区
民
す
べ
て
に
底
通
す
る
も
の
で
す

（
中
野
難
病
家
族
会
事
務
局
　
川
口
有
美
子
）

　
ひ
ろ
こ
さ
ん
は
一
期
目
の
時
か
ら
、
地
味
で

普
通
の
お
ば
さ
ん
感
覚
で
、
障
が
い
者
や
高
齢

者
の
方
々
の
声
に
耳
を
傾
け
て
き
ま
し
た
。
次

期
も
今
ま
で
以
上
に
弱
者
に
よ
り
そ
い
な
が
ら

議
員
を
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

（
野
方
在
住
　
相
川
幸
子
）

　
佐
藤
ひ
ろ
こ
さ
ん
は
「
婚
外
子
」
の
わ
が
子

の
出
生
届
を
め
ぐ
る
運
動
か
ら
「
ホ
ー
ム
レ
ス
」

の
人
々
の
支
援
活
動
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
人
の
権

利
の
た
め
に
常
に
奮
闘
し
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

「
弱
者
を
切
り
捨
て
」
さ
せ
な
い
佐
藤
さ
ん
、

だ
か
ら
こ
そ
応
援
し
ま
す
！  

（
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
方
在
住
　
北
村
年
子
）

　
人
の
話
を
と
て
も
冷
静
に
聞
い
て
分
析
整
理

す
る
能
力
は
天
才
的
！ 

上
手
に
整
理
し
て
も
ら

え
て
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
る
の
は
私
だ
け
で

は
な
い
は
ず
。
ど
の
子
も
普
通
に
地
域

の
学
校
へ
を
一
緒
に
や
っ

て
来
ま
し
た
。
人
を

引
っ
ぱ
っ
て
行
く
こ

と
の
で
き
る
、
鋭
い

人
権
感
覚
の
持
ち
主
！ 

24
時
間
３
６
５
日
在

宅
で
暮
ら
せ
る
為
の

サ
ー
ビ
ス
を
！

（
江
古
田
在
住
　

佐
々
木
陽
子
）

　
　
子
ど
も
達
が
小
学
生
の
頃
、
佐
藤
ひ
ろ
こ

さ
ん
と
出
会
い
ま
し
た
。
身
近
な
地
域
の
問
題

に
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
て
誠
実
に
取
り
組
む
姿

勢
と
、
常
に
勉
強
を
怠
ら
な
い
向
上
心
に
心
か

ら
信
頼
を
寄
せ
て
き
ま
し
た
。
高
齢
化
が
進
む
中
、

だ
れ
も
が
生
き
生
き
と
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う

な
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
大
い
に
期
待
し
て
い

ま
す
。

（
光
造
形
作
家
　
東
中
野
在
住
　
篠
崎
里
美
）

　
佐
藤
ひ
ろ
こ
さ
ん
は
破
綻
寸
前
の
中
野
を
救

う
た
め
に
新
区
長
を
誕
生
さ
せ
、
財
政
破
綻
を

防
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、
障
が
い
者
通
所
施
設
「
ふ

ら
っ
と
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
私
の
友
人
の
子

ど
も
さ
ん
も
通
っ
て
い
て
助
か
っ
て
い
ま
す
。

今
あ
る
施
設
と
土
地
を
使
っ
て
少
子
高
齢
化
に

立
ち
向
か
う
提
案
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
堀
江
コ
ー
ラ
ス
・
さ
く
ら
会

　
　
　
　
　
　
中
野
一
丁
目
在
住
　
白
根
洋
子
）　

　
野
宿
者
支
援
で
ご
一
緒
し
て
い
る
、
佐
藤
ひ

ろ
こ
さ
ん
。
ひ
ろ
こ
さ
ん
と
出
会
い
、
政
治
が

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
音
楽
の
よ
う
に
身
近
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
、
ひ
ろ
こ
さ
ん
の
素
敵
な
と
こ

ろ
は
何
と
い
っ
て
も
明
る
い
と
こ
ろ
！
世
の
中

に
対
し
て
悲
観
的
に
な
る
の
で
は
な
く
、
明
る

い
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
乗
り
越
え
て
い
こ
う
と

す
る
と
こ
ろ
に
、
大
き
な
希
望
が
見
え
ま
す
。

（
中
野
三
丁
目
在
住
　
学
生
　
竹
田
郁
）

　
私
の
母
が
佐
藤
ひ
ろ
こ
さ
ん
の
知
り
合
い
で
、

ひ
ろ
こ
さ
ん
の
活
動
を
中
学
生
の
頃
か
ら
見
て

き
ま
し
た
。
今
、
母
親
と
な
り
、
中
野
区
で
生

き
て
い
く
事
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機
会
が

増
え
、
ひ
ろ
こ
さ
ん
な
ら
中
野
区
を
住
み
や
す

く
し
て
い
け
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
江
原
町
在
住
　
松
尾
リ
ョ
ウ
）

24時間福祉のまち！
ひとりひとりの生き方を大切にする区政をひらく

　私の原点は「地域で生きたい」という障がいのある人たちとの出会いです。だれもが住んでいる街で
子育てから介護まで24時間365日安心して暮らしていけるようにすることが私の目標です。少子高齢
化の中、少ない子ども達世代が支えていけるように、市民と民間と行政が協働でつくる「24時間福祉
のまち」が必要です。みんなが希望を持ち、だれもが排除されることなく支えられるまちを、皆さん
といっしょにつくります。

佐藤ひろこさんといっしょに
ひとりひとりの生き方を大切にする

中野をめざします

「児童福祉・高齢福祉の現場から」

3月24日（土）午後1時半～4時　
スマイル中野3階AB会議室

　

1部 お話 
中野区視覚障害者福祉協会副会長　　 

　　　　 落合 洋さん
         

2部 報告　佐藤ひろこ

「障がい福祉の現場から」

3月14日（水）午前10時～11時半
鍋横地域センター洋室3号

お話 重度障害者通所施設
「ふらっと」施設長  片山さん

午後から「ふらっと」の見学
「ふらっと」を見学される方は、当日まで
に佐藤に申し込みを

講演と見学会「地域で生きる！」

きれいな政治はきれいな選挙から、事前ポスターは貼りません（候補者の氏名を掲載した個人の政治活動ポスターは法律で禁止）
立教大学大学院でゲスト講師の浅野史郎前宮城県知事から福祉を学ぶ

▼

実現します！
　佐藤ひろこのマニフェスト案（ご意見お寄せ下さい）

● だれもが地域で暮らし続けられるまちづくり
子育て・介護24時間365日いつでも頼れる地域の拠点15カ所

多様な家族を支える保育サービスの充実

高齢者や障がい者が安心して暮らせる住まいを増やす

障がい者の働く場・活動の場を支援

鉄道全駅・歩道のバリアフリー化

●ひとりひとりの尊厳を大切に
子どもや女性のためのシェルター（駆け込み寺）設置

外国籍の人たちへの差別をなくす

● 区民の力で新しい公共サービスづくり
市民・民間活動と連携した相談支援の仕組みづくり

地域政策を考える市民講座の実施

●徹底した情報公開と市民参加
市民参加型の外部行政評価制度をさらにアッ

総合評価契約制度で入札改革

議員歳費や政務調査費の使い方の公開

いらない議員特権の見直し

● いのち・環境をまもる
実効性のある地球温暖化防止計画の策定

緑と環境に配慮する街づくり条例の実現

区民ファンドで緑と自然エネルギー利用の拡大

戦争協力にNO！活かそう９条、

平和事業の推進を

●持続可能な区政への転換
「弱者」の味方、福祉のための

行財政改革

少子化でも支えられる施設配

置や運営の見直し

来年度予算は（2007年度）？

一般会計歳出予算は大きく約100億円増えて約985億円

増えたのは

■ 警察大学等跡地の防災公園と道路の用地取得費　約86億円

■ 区立学校再編のための施設整備　約12億円

■ 小中学校耐震補強設計　約3億円

■ 障害者会館等施設の耐震補強等　約2億円

■ プラスチック製容器包装の回収拡大　約2億円

■ 子ども医療費助成　1億５千万円

　 小中学生入院・通院無料化（10月から）

要望実現　

■「中野区のしおり」の全戸配布（10年以上も全戸に配られてい   

なかった）　2700万円

■ 地球温暖化対策地域推進計画策定　147万円

■ 母子生活支援施設基本設計（2010年4月オープン）

■ 移動支援ガイドヘルプの拡充（就労開始時支援・通所支援・高

校生以上の通学支援）1,000万円

目立つ子育て支援策

妊婦健康診査の助成回数の増・小児初期救急医療体制の拡充・

私立幼稚園保護者補助の拡充・認証保育所保護者補助など

課題はまちづくり

・警察大学跡地を来年度国が大学や中野区等に売却

 　緑あふれる学園都市にしょう！

・中野駅南口のまちづくりも大事

　丸井が8月に撤退　下は店舗の新ビル建設予定

　桃が丘小学校跡を区民に役立つ拠点にしょう！

［事務所］〒164ー0001中野区中野1ー33ー9 TEL/FAX.3368ー9107
　　　　　　　　　　編集・発行：佐藤ひろこと住民自治をすすめる会

http://homepage2.nifty.com/usagidayori/　mail： usagidayori @hotmail.com

佐藤ひろこひろこの みあゆみ
１９５１年１年 年 大阪に生まれる

１９７０年０年 年 東京女子大入学／障害者の介助スタッフとして活動

１９７５年５年 年 育友会教育研究所講師／中野１丁目に住む

１９７９年９年 年 生活クラブ生協石けん部長

１９８５年５年 年 もみじ山保育園父母会をつくる

１９８６年８  年 谷戸小学校PTA活動。A

 脱原発の非核条例制定を区議会に陳情し採択される

１９８８年８年 年 区議会の情報公開制度を陳情し実現

１９９０年０年 年 中野区消費者団体連絡会で活動

 中野区女性史編纂に携わる

１９９１年１年 年 中野区議会議員に無所属で初当選

 第9中学校・豊多摩高校・杉並高校PTA活動A

２００２年２年 「区民参加で中野を変える会」をつくり、

 財政破たんの中野区を変えるために活動

 新区長を誕生させる

２００７年７年 年 立教大学大学院　21世紀社会デザイン研究科

 修士課程

◇4期16年の間、情報公開と住民参加の仕組みづくり、障がい

者支援、介護や保育など福祉サービスの充実、大型ハコモノ計

画を中止させ、福祉のための行財政改革に取り組む

文教委員会・厚生委員会・総務委員会・江古田の森整備特別委

員会・警察大学跡地利用特別委員会・中野駅周辺整備交通対策

特別委員会・防災対策特別委員会などに所属

◇全国無所属議員でつくる「虹と緑のる 500人リスト」・ローカル」・

マニュフェスト推進地方議員連盟会員、地域から政治をきれ

いに変える活動などに取り組む

○好きなこと　山歩き　○家族　夫、娘2人、ネコ2匹



区政を変える！福祉をつくる！
今まで4年間の佐藤ひろこの質問問と実現度

 佐藤ひろこの収支報告
 16年前中野区で初めて議員報酬など公表

　 だれもが地域で暮らし続けられるまちづくり
　
●24時間の相談支援を
・24時間365日の相談窓口を（一部実現）

・4つの地域保健福祉センターの存続を（実現）

・市民活動と連携した保健・福祉の地域相談体制を

・わかりやすい福祉サービスの情報提供を（一部実現）

・民間事業者に勧告できる福祉オンブズ制度を（来年実現）

・権利擁護センターを（実現）

・新たな感染症など健康危機への対応を（実現）

● 介護サービスの充実を
・24時間365日在宅を支える介護サービスを

・時間を制限せず必要なサービスを（一部実現）

・地域の人材を生かした認知症ケアを

・困難ケース対応のヘルパー養成講座を実現）

・ショートやデイなど小規模多機能型施設を（来年実現）

・江古田の森にグループホームやケアハウスも（一部実現）

● 障がい者の地域生活支援を
・障がい者のケアマネージメントができる相談支援を
・通所・通学・通勤など移動支援の充実を（一部実現）

・重度の人が利用できる通所施設の増設を（実現）

・通所施設で医療的ケアの実施を（一部実現）

・小規模作業所等を身近な相談拠点に

・障がいのある中・高生の学童クラブの支援を（一部実現）

・保健福祉審議会や障害福祉計画策定に障がい当事者の参加を（実現）

・自立支援医療費の負担軽減を

・地域生活支援事業の充実を

・要約筆記者派遣の事業化を（実現）

・通所施設の食費負担の軽減を（実現）

・中野区の外郭団体での障がい者法定雇用率の達成を

・障害者手帳などの取得手続きの迅速化を

● 格差をなくす自立支援を
・生活保護者の自立支援に連携体制を

・ホームレスの自立支援のために健康相談や仕事・住居の支援を（実現）

・自立支援を行う生活支援センターの拡大を

・就職相談会など若者の求職活動の支援を（一部実現）

● 災害弱者の避難対策
・災害弱者への情報伝達と安否確認体制を

・福祉避難所の増設を（一部実現）

・被災要援護者支援センターの設置を

・災害ボランティアの募集を（一部実現）

● 駅や道路をバリアフリーに
・交通バリアフリー整備構想の策定を（今年実現）
・段差解消や点字誘導ブロック設置を

・スマイル中野裏の放置自転車撤去を

・障がい当事者も参加したバリアフリー協議会の設置を

・個別性に対応した移送サービスを

● 多様な家族の子育てをしっかり支援
・緊急一時・産休明け・延長保育など多様な保育の拡大を（実現）

・保育園の待機児ゼロに

・保育園・幼稚園に障がいのある子どものもっと受け入れを

・母子生活支援施設を建て替え24時間の子ども家庭支援センターを（（計画化）

・子どもショートスティや夜間預かるトワイライトスティを（計画化）

・区立幼稚園を子どもたちのより良い育ちの場に（計画化）

・認可外保育園の子ども達への支援を（一部実現）

・保育園の民間事業者の選定基準の明確化（実現）

・児童館機能の地域展開を（計画化）

・事業者へ次世代育成支援行動計画策定の啓発を（実現）

    ひとりひとりの尊厳を大切に

● 人権の尊重を
・新しい中野区基本構想の理念に「人々の自由と尊厳」を（実現）

・審議会などへの女性の参画率40％の達成を（一部実現）

・性同一性障害者に配慮し公的書類から不要な性別欄の削除を（実現）

● プライバシーの保護を
・住民基本台帳大量閲覧の制限を（実現）

・国勢調査で全部封入提出方式を（実現）

・住基ネット再接続・住基カードは問題あり

● DV被害者の支援を
・DV被害者の支援についてしおりの作成を（実現）

・DVの相談関係機関の情報提供を（実現）

・DV・ストーカー被害者の住民票の閲覧・交付制限を（実現）

・女性のためのシェルター支援を

● 共育を
・ノートテイクなど学習介助員を（一部実現）

・人間関係づくりの体験学習を（一部実現）

・相手を尊重しあうエイズ教育・性教育を（実現）

    区民の力で新しい公共サービスづくり

・市民の寄付金による市民活動助成事業を（実現）

・審査の基準を明確にした補助金交付の透明化を（実現）

・NPO支援条例とNPOセンターを（一部実現）

・指定管理者制度の総合的な条例制定を（実現）

・NPOを図書館運営の担い手に（実現）

・地域団体の力や学校施設を生かした子ども支援の場の拡大を（実現）

    徹底した情報公開と市民参加を

● 区民参加をすすめる
・区民参加の仕組みも定めた総合的な自治基本条例を（実現）
・中野区ホームページの充実を（一部実現）

・区民の声を受けとめる区政を

・パブリックコメント手続きは周知期間の徹底を

・市民参加型の行政外部評価を条例に（実現）

● 入札制度の改革
・違法な分割発注をなくす（実現）

・環境配慮や障がい者雇用などを評価した総合評価入札制度を（一部実現）

          環境を守る

・財政負担をかけずに警察大学跡地に４ヘクタールの緑の防災公園を（計画化）

・江古田の森の樹木の保全を（実現）

・警察大学跡地に緑と学びの「区民の森」提案

・地球温暖化防止条例や計画の策定を早急に（計画化）

・CO2削減の達成状況の年次報告を（実現）

・太陽光発電など自然エネルギーの導入を（計画化）

・アスベスト対策を徹底的に（実現）

    持続可能な区政への転換を

・学校施設の立替など必要な基金の積み立てを（計画化）

・次世代のために施設配置や運営の見直しを（計画化）

・縦割り行政からの脱却を・組織の連携を緊密に

・外郭団体の見直しを（一部実現）

・中野区職員白書と人材育成計画の策定を（実現）

・短時間公務員制度の検討を（一部実現）

・区職員の特殊勤務手当ての廃止（実現）

・財政状況の情報をいつでも見れるように（一部実現）

・財政負担を残さず中野サンプラザの維持を（一部実現）

    国に訴えました！

● 障害者自立支援法―私たち抜きに私たちのことを決めないで
● 障がい者通所施設建設の補助金支援を ● ヘルパー報酬を下げないで
● DV法改正で国会ロビー活動 ● パート労働法の改正を
● 自衛隊イラク派遣の中止を

旧校舎でのNPO運営児童館を見学

谷戸小総合防災訓練に障害者防災委員会で参加

尾上浩二さんを講師に障がい福祉の勉強会

「医療機関との連携」の
  パネラーで参加

自衛隊イラク派遣の中止を総理に　　自立支援法で厚労省に抗議

中野の自治と参加の基本をつくる

新しい基本構想・自治基本条例・
公益活動推進条例の制定

無駄なハコモノ計画の廃止

上野原スポーツ学習施設や清掃工
場建設計画を中止に追い込む

多様な家族を支える子育て支援の拡大

育児支援ヘルパー派遣・新産婦訪問
事業・うつひきこもり相談・子ども
ショートスティの拡大・延長保育を
来年度に全園実施・産休明け保育・
休日保育・病後児保育の実現

均等待遇へ一歩

任期付短時間公務員制度の実現で6
ヶ月雇用のパート職員が3年雇用の
一般職に

均等待遇へ一歩

任期付短時間公務員制度の実現で6
ヶ月雇用のパート職員が3年雇用の
一般職に

どん底の区財政の立て直し

6年間で減らした借金705億円から
498億円・増やした貯金57億円から
227億円（昨年9月末現在）

「地域で生きる」をさらに前進！

24時間の相談窓口・障害者地域自立
生活支援センター「つむぎ」開設
障害者地域生活支援事業原則無料化
民間重度障害者通所施設「ふらっと」
・江古田の森に高齢者・障がい者の
総合施設オープン

10月 11月 12月 期末手当 1月

収 報 酬 588,200 630,877 617,600 1,477,608 617,600

入 費 用 弁 償 24,000 30,000 15,000 15,000

支 税 金 58,560 65,140 △ 61,969 224,601 69,480

年金・保険 151,680 151,680 151,680 73,850 151,680

活 動 費 54,108 71,523 57,616 500,000 53,841

出 積 み 立 て 24,000 30,000 15,000 500,000 15,000

残 323,852 342,534 470,273 179,157 342,599

2006年10～2007年1月

地地方から政治を変えるから政治を変える 北川前三重県知事・片山鳥取県知事・堂本千葉県知事北川前三重県知事・片山鳥取県知事・堂本千葉県知事地方から政治を変える 北川前三重県知事・片山鳥取県知事・堂本千葉県知事

＊
議
会
に
出
席
す
る
と
１
日
に
つ

き
三
千
円
の
費
用
弁
償
が
つ
く
。

本
来
な
ら
な
く
す
べ
き
だ
。
区
に

返
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
積
み

立
て
、
区
外
の
団
体
に
寄
付
を
し

て
い
る
。
今
回
は
10
万
円
を
被
災

地
障
害
者
支
援
の
た
め
の
「
ゆ
め

風
基
金
」
に
寄
付
。

障がいのある中高生の居場所「若宮クラブ」

地域ケアの先駆者石川治江さんと

マニフェスト評価でパネラーに、北川氏から質問

江古田の森の観察会

－


